
生産性向上セミナー（生産性向上支援訓練）

～進展するデジタル社会で中小企業が生き残るためのＤＸ～

ＤＸ人材育成の進め方

DXリテラシーと業務改革
・DXとは

・DXリテラシー標準策定の必要性
・ＤＸ推進に係る組織体制と業務改革
・求められるＤＸ人材の育成・確保

【主催（問い合わせ先）】
独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構 （JEED）
福岡支部 生産性センター業務課 （ポリテクセンター福岡）
TEL：092-738-8875 FAX：092-718-7611
URL：https://www3.jeed.go.jp/fukuoka/poly/biz/seisan_open.html

日程：令和６年９月１３日（金）
９時３０分～１６時３０分

受講料：３，３００円（税込）

コース番号：８１5

会場：久留米商工会館
（久留米市城南町１５－５）

定員：２０名 ※先着順 ８月３０日申込締切

実施機関：株式会社日乃目

自社内においてDXを推進するに当たり、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、
業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革する人材の育成方法を習得する。

DX推進を担う人材
・ＤＸ人材とは

・ＤＸのテクニカル系スキルと
ビジネス系スキルの必要性

・ＤＸ推進役と各部門・外部組織との連携

DX人材の育成方法
・ＤＸ人材の人選及び推進役の決定

・ＤＸ学習環境の整備
・DX人材の育成方法の立案



生産性向上セミナー（生産性向上支援訓練）

～デジタル技術で製造部門の未来を創造する～

製造分野におけるＤＸ推進

製造業におけるＤＸの理解
・ＤＸの定義と狙い

・経営活動上のＤＸ必要性とメリット
・製造業に期待されるＤＸの役割

・演習

【主催（問い合わせ先）】
独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構 （JEED）
福岡支部 生産性センター業務課 （ポリテクセンター福岡）
TEL：092-738-8875 FAX：092-718-7611
URL：https://www3.jeed.go.jp/fukuoka/poly/biz/seisan_open.html

日程：令和６年９月２７日（金）
９時３０分～１６時３０分

受講料：３，３００円（税込）

コース番号：８１6

会場：大牟田商工会議所
（大牟田市不知火町１－４－２）

定員：２０名 ※先着順 ９月１３日申込締切

実施機関：一般社団法人中部産業連盟

生産現場で用いられる各種製造装置や製造工程の監視・制御にＩＣＴやＩｏＴなどのデジタル化を
組み込むことにより、製品やサービス、ビジネスモデルの改革（ＤＸ）を推進して、生産性向上、

ビジネス競争力を獲得する方法を理解する。

ＤＸ実現事例
・業界・業種別の事例

・製造業における企業規模別の事例
・製造業における業務機能別の事例

・演習

ＤＸ推進の目標設定と解決策
・製造業ＤＸの活用性を探るための

製造モノづくり企業構造
・モノづくり基本要素（ＩＮ/ＰＲＯ/ＯＵＴ）に対
するＤＸ推進目標と課題解決の進め方
・モノづくり下支え機能に対する
ＤＸ推進目標と課題解決の進め方
・「入力/処理/出力」機能に対する
ＤＸ推進目標と課題解決の進め方

・演習

ＤＸ推進の計画と実行
・製造ＤＸアクションプランの考察

・製造ＤＸアクションプランの推進方法
・製造ＤＸアクション人材の育成

・演習



生産性向上セミナー（生産性向上支援訓練）

～入門！現場ですぐに使える～

ものづくりの仕事のしくみと生産性向上

ものづくりの仕事の流れ
・製造業を取り巻く環境

・製造業における業務プロセス

【主催（問い合わせ先）】
独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構 （JEED）
福岡支部 生産性センター業務課 （ポリテクセンター福岡）
TEL：092-738-8875 FAX：092-718-7611
URL：https://www3.jeed.go.jp/fukuoka/poly/biz/seisan_open.html

日程：令和６年１０月１３日（木）
９時３０分～１６時３０分

受講料：３，３００円（税込）

コース番号：210

会場：久留米商工会館
（久留米市城南町１５－５）

定員：２０名 ※先着順 ９月１９日申込締切

実施機関：株式会社創研

製造業の業務の流れと各部門の役割について学び、製造業全体の基本的なしくみを理解するとともに、
製造現場での仕事に対する考え方、自身の立場や責任を理解し、業務改善の考え方を習得する。

ものづくり現場の現状と課題
・製造業のＱＣＤ（品質・納期・コスト）

・原価の三要素と利益

ものづくりに関する業務改善
・改善活動の基本のQCストーリー

８ステップ問題解決
・問題の構造化と原因分析と真因

・創造的な課題解決案
・改善活動と気付き




